







































































gation of long chain faty acid 6(Elovl6)という酵素に着目
しました.このElovl6は正常なマウスおよびヒト大動脈の
平滑筋層に発現を認め,動脈硬化の初期病変である新生内
膜肥厚部において,著明な発現増加を認めました.そこで,
新生内膜肥厚部におけるElovl6の発現変化が病態にどの
ように影響するか検討したところ,Elovl6の発現を欠損さ
せることで血管平滑筋細胞の増殖が抑制され,新生内膜肥
厚の形成も著明に抑制されることを見出しました.さらに,
Elovl6の発現を欠損させた血管平滑筋細胞から脂質を抽
― ―266
第62回北関東医学会総会
